2016年10月度防災委員会議事メモ
平成28年10月29日
開催日時：平成28年10月29日（土）　13時00分～15時00分
会　　場：バームハイツ西葛西　バームルーム
出 席 者：（以下、敬称略）
[bookmark: _GoBack]出席： 317 水落、414 関根、416小野、716 佐々木、904大坂、115 河本（書記）
欠席： 101 塩瀬、417 田村、611 越野、618 加藤、911 福本

議事内容

1． 防災訓練について
・予約時期のスケジュール化について
　→4月に防火管理者に予約してもらうほうがよい。
・スタンドパイプ訓練（①いつするか、②メンバー、③場所、④年一回）
　模擬　・・・実感がわかない。消防署不要。全員参加可能
　消火栓・・・場所が限られる。消防署必要。人数は少数。ホース取り付けると更に難易度が増す。
　ＤＶＤ訓練
　全員のときは模擬で、メンバーをしぼって消火栓で。水出し訓練は通行に迷惑をかけないように。
・トランシーバーは事前に練習したほうがよい。
・目的
· バームハイツ内の防災（減災）の設備・備品を有効に活用できる知識・技能を身につける
· 事前に体験する事により、いざというとき適切な行動がとれる
1 訓練内容（すべて洗い出せてはいません）
	No
	区分
	訓練項目
	訓練支援者
	緊急度

	1
	設備活用の知識・技術習得
	初期消火訓練（消火器）
	消防署
	Ａ

	2
	
	初期消火訓練（屋内消火栓放水）
	メンテ業者
	

	3
	
	初期消火訓練（スタンドパイプ）
	消防署
	

	4
	
	通報訓練
	消防署
	Ａ

	5
	
	救急訓練
	消防署
	

	6
	
	AED訓練
	消防署
	Ａ

	7
	
	応急給水訓練（スタンドパイプ）
	江戸川区
	毎年

	8
	
	防災備品（発電機）
	
	

	9
	
	防災備品（布製担架）
	
	

	10
	
	防災備品（トランシーバー）
	
	

	11
	事前体験
	起震車
	消防署
	

	12
	
	煙体験
	消防署
	

	13
	
	エレベーター停電・地震発生
	オーチス
	

	14
	
	パーティション蹴破り
	長谷工
	


2 防災訓練のサイクル計画化
防災訓練の実施時間は限られており、上記訓練内容を１回の防災訓練で実施するのは困難である。訓練項目の居住者にとっての重要度に従って、毎年実施、隔年で実施、３年に１度実施等の分類をして、複数年のサイクルで訓練項目がもれなく実施される様、計画化する必要がある。この中でスタンドパイプ訓練（年１回以上の実施が求められている）をどのように位置づけるか検討すべきと考える。

2． 防災チラシについて
・備蓄について
　東京防災を参考にする。こう記述されている。引用する。
・「防災だより」
1 食料と飲料水の備蓄、②トイレの確保
→　次回、防災委員会にて素案を検討する

3． 防災委員会の役割・立ち位置
マンション内の防災（管理組合理事会の下部組織。管理組合、自治会、防火管理者との連携）
防災訓練の企画計画
　　　防災備品の検討提案
　　　共助の仕組みをつくる
　　　防災マニュアル維持
防災にかかわる研修・勉強会の企画計画
　　　震災発生時の防災体制つくり

以上

今後の日程
防災委員会　11月19日（土）　13時～　バームルーム
2
